
矢作川（豊田市）環境調査　（提供：矢作川森林塾） 矢作川河川敷（豊田市）森林伐採前（右）と作業状況　（提供：矢作川森林塾）

河川部 河川環境課

「水防法及び河川法の一部を改正する法律」が平成２５年６月１２日に公布され、この中で河川協力団体
制度が創設されました。河川協力団体制度は、自発的に河川の維持、河川環境の保全等に関する活動を
行うＮＰＯ等の民間団体を支援する制度で、団体に指定されると、活動のために必要となる河川法上の許
可等の手続きが簡素化されます。
平成２６年３月１４日（金）中部地整管内で１８団体（全国で１４８団体）が河川協力団体として指定されました。
各団体は、これまでも河川清掃活動や不法投棄の監視、特定外来植物の駆除、河川環境学習の支援や
河川の安全利用講習など河川に関係する様々な活動をされています。
今年度からは「河川協力団体」として活動が始まっており、活動内容の一部を紹介します。

ＮＰＯ法人矢作川森林塾は、平成２２年４月に設立されました。前身は平成１７年４月に設立された矢作川漁業協同組
合の中の一委員会「森林塾」です。
「矢作川森林塾」は、矢作川の自然環境を改善し、釣り人や矢作川を愛する市民に心地よい環境の中で魚釣りや
散歩などをしてもらうことを目的として、豊田市の中心部である豊田スタジアムに面した、荒廃した竹藪を伐採し、
地面に日の光を当てることで実生の木の芽を復活させ都市林とするモデル地区として整備を行っています。
今年４月には、約１０万本の竹の伐採が完了し、準絶滅危惧種であるタコノアシも確認できたそうです。活動は毎週
土曜日朝６時３０分から約２５名のメンバーが雑草や新竹の駆除等の整備に汗を流し、モデルとなる都市林への夢に向
かって頑張っておられます。

庄内川（土岐川）、新川の河口にある藤前干潟は、水鳥の生息地としての重要な湿地であり保全等を目的として、
平成１４年１１月に国設鳥獣保護区の指定とともにラムサール条約の登録地となりました。
しかし、藤前干潟とその周辺には、上流から運ばれたペットボトル、発泡スチロールなどのゴミに覆われています。「藤
前干潟クリーン大作戦実行委員会」は、平成１６年１０月に「子供達が安心して遊べる干潟や川を取り戻す」、｢流域全体
のゴミや水のことを考えるネットワークを形成する｣ことを目的に、「エコストック実行委員会」「土岐川・庄内川流域ネッ
トワーク」「特定非営利活動法人藤前干潟を守る会」「リバーサイドヒーローズ・多治見さかなの会」の４市民団体が行
政、企業などと協働して清掃活動を行うために結成し、平成１８年春からは、「モリゾー・キッコロと環境活動を推進
する会（通称：モリコロ会）」、平成１９年秋からは「庄内川川ナビ歩こう会」､平成２１年春からは「産業廃棄物専門家グルー
プ（通称ＩＰＧ）」が実行委員会に加わり、年に春と秋の２回大作戦として今日まで活動を行っています。

河川協力団体指定から４ヶ月
～地域で活動がはじまりました～

● 矢作川河畔の都市林とビオトープの整備　（ＮＰＯ法人 矢作川森林塾）

● 庄内川・新川河口部と藤前干潟の大清掃　（藤前干潟クリーン大作戦　実行委員会）
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棚田魚道の施工状況（H26.4.22） 庄内川（名古屋市西区）完成した棚田魚道と捕獲した稚鮎　（提供：矢田・庄内川をきれいにする会）

今年度から、各地で新たに河川協力団体として河川の維持、河川環境の保全等が進められています。
開始されてから４ヶ月が経過し、指定を受けたことで河川管理者との距離がこれまで以上に近づいたな

どの感想がある中で、団体として指定されたことのメリットが少ないなど課題もあり、今後の広がりも懸念
されています。
事務局（河川部河川環境課）として、この制度をうまく活用していただけるよう少しずつ工夫できれば

と考えています。
今年度の新規募集は８月から始める予定です。皆様の御協力をお願いいたします。　

中堤会場の様子と参加募集チラシ
（提供：実行委員会）

「矢田・庄内川をきれいにする会」は、「庄内川水系を、きれいで快適な生活環境をとり戻し、次代へ引きつぐ」
ことを目的として、昭和４９年１２月に結成され、活動開始から３９年目を迎えました。
きれいにする会では、各箇所でゴミ清掃をしていただく他に水質改善の効果を測定するため毎年アユの遡上調査
を実施しています。
今年４月には、魚道の改善要望をうけた小田井床止についてアユの遡上前に、庄内川河川事務所が構造検討を行
い、きれいにする会と協働で既設魚道の横に棚田式魚道を新設しました。
６月１日には魚道設置効果を測定するため「庄内川へアユを呼び戻そう」（きれいにする会主催）と題して３９名の参
加により設置後のアユの遡上調査を実施しました。右岸魚道から４７匹・左岸魚道から７６匹・新設魚道から１３１匹と
半数が新設魚道を遡上したことになり、その効果が確認できました。また、投網調査では、アユ、オイカワ、アユカケ、
カジカ、メダカ、ギンブナ、ウキゴリ、多様な種類の魚類等が捕獲されました。（主催者発表）

● 庄内川アユの遡上調査と魚道設置　（矢田・庄内川をきれいにする会）

今年５月１７日（土）は、開始から１０周年・第二十回目にあたり炎天下の元、地元学区の方々をはじめ、市民団体、企業、
行政など総勢１,７５０人の方々が参加されました。ごみの量は４５Ｌｌごみ袋が1,523袋あったとのことです。
秋の大作戦は、１０月２５日（土）に行う予定です。　

集合写真H26.5.17集合写真H26.5.17集合写真H26.5.17
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